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６．脱炭素社会に向けて 
（１）脱炭素社会に向けた取組への考え 

◇「日常生活が不便にならない範囲で取り組みたい」が６割強 

 

問 20 温暖化防止と「脱炭素社会」の実現に向けた各家庭での取組について、あなたの考えに最

も近いものをお選びください。（○は１つだけ） 

 

 

 

脱炭素社会に向けた取組への考えについて聞いたところ、「日常生活が不便にならない範囲で取り

組みたい」（62.8％）が６割強と最も高く、次いで「積極的に取り組みたい」（15.4％）、「何かメリッ

トがあれば取り組みたい」（12.6％）と続いている。 

単位：％　

全体 (n=1287)

無回答
積極的に取り組

みたい

日常生活が不便
にならない範囲
で取り組みたい

何かメリットが
あれば取り組み

たい

あまり取り組み
たいとは思わな

い

取り組みたくな
い

15.4 62.8 12.6

4.6 1.7 3.04.6 1.7 3.0 
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年代別でみると、「日常生活が不便にならない範囲で取り組みたい」では、70～79歳（70.9％）が

７割と高くなっており、年齢層が高いほどおおむね割合が高くなっている。「積極的に取り組みた

い」では、18～29歳（19.2％）が２割弱と高くなっている。 

 

脱炭素社会に向けた取組への考え 年代別 

 

  

単位：％　

70～79歳 (n=220)

80歳以上 (n=140)

全体 (n=1287)

18～29歳 (n=120)

30～39歳 (n=159)

40～49歳 (n=205)

50～59歳 (n=238)

60～69歳 (n=191)

無回答
積極的に取り組

みたい

日常生活が不便
にならない範囲
で取り組みたい

何かメリットが
あれば取り組み

たい

あまり取り組み
たいとは思わな

い

取り組みたくな
い

年
代
別

19.2

13.2

16.1

16.8

15.7

14.5

12.1

45.8

59.7

63.9

63.4

66.5

70.9

60.7

21.7

19.5

15.1

13.9

9.9

3.6

9.3

9.2

3.8

2.4

2.5

4.2

6.4

6.4

4.2

3.1

2.4

0.8

1.0

0.9

0.7

0.0

0.6

0.0

2.5

2.6

3.6

10.7

15.4 62.8 12.6

4.6 1.7 3.0

4.2 1.0 2.6 

2.5 0.8 2.5 

2.4 2.4 0.0 

3.8 3.1 0.6 

4.2 0.0 

4.6 1.7 3.0 
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職業別でみると、「日常生活が不便にならない範囲で取り組みたい」では、家事専業（70.6％）が

７割と高くなっている。「何かメリットがあれば取り組みたい」では、会社員・公務員（16.0％）が

１割半ばを超えて高くなっている。 

 

脱炭素社会に向けた取組への考え 職業別

 

  

単位：％　

無職（年金生活を含む） (n=275)

その他 (n=37)

全体 (n=1287)

自営業主・事業主 (n=122)

会社員・公務員 (n=506)

パート・アルバイト・非常勤 (n=193)

家事専業 (n=102)

学生 (n=29)

無回答
積極的に取り
組みたい

日常生活が不便

にならない範囲
で取り組みたい

何かメリット
があれば取り
組みたい

あまり取り組
みたいとは思

わない

取り組みたく
ない

職
業
別

13.1

15.4

17.1

17.6

27.6

13.5

13.5

65.6

60.9

63.7

70.6

34.5

64.0

62.2

13.1

16.0

13.0

6.9

17.2

8.4

10.8

5.7

4.0

3.6

0.0

17.2

6.5

5.4

0.0

2.4

1.0

2.9

3.4

1.5

0.0

2.5

1.4

1.6

2.0

0.0

6.2

8.1

15.4 62.8 12.6

4.61.73.0

3.4 0.0 

0.0 2.9 2.0 

3.6 1.0 1.6 

4.0 2.4 1.4 

0.0 2.5 

4.6 1.7 3.0 



143 

ライフステージ別でみると、「日常生活が不便にならない範囲で取り組みたい」では、高齢期

（71.9％）と家族成熟期（71.4％）が７割強と高く、一人暮らし（53.7％）が５割半ば近くと低くな

っている。「積極的に取り組みたい」では、家族成長後期（27.3％）が２割半ばを超えて高くなって

いる。 

 

脱炭素社会に向けた取組への考え ライフステージ別 

 

  

単位：％　

高齢期（一人暮らし） (n=121)

一人暮らし (n=147)

その他 (n=365)

全体 (n=1287)

家族形成期 (n=130)

家族成長前期 (n=117)

家族成長後期 (n=110)

家族成熟期 (n=105)

高齢期 (n=192)

無回答
積極的に取り
組みたい

日常生活が不便
にならない範囲
で取り組みたい

何かメリットが
あれば取り組

みたい

あまり取り組
みたいとは思

わない

取り組みたく
ない

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
別

16.9

18.8

27.3

10.5

12.0

14.9

16.3

13.2

59.2

57.3

59.1

71.4

71.9

62.0

53.7

63.6

18.5

17.9

7.3

14.3

8.9

2.5

19.7

12.3

2.3

2.6

5.5

1.0

3.1

11.6

6.1

4.7

2.3

1.7

0.9

1.0

2.6

0.0

3.4

1.4

0.8

1.7

0.0

1.9

1.6

9.1

0.7

4.9

15.4 62.8 12.6

4.61.7 3.0

4.7 1.4 

3.4 0.7 

3.1 2.6 1.6 

0.9 0.0 

2.6 1.7 1.7 

2.3 2.3 0.8 

4.6 1.7 3.0 
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（１－１）脱炭素社会に向けて取り組んでいること 

◇「びん、缶、古紙、ペットボトル、トレイなどの分別・資源化への協力」が８割半ばを超える 

 

問 20-1 （問 20で「１」、「２」、「３」とお答えの方に伺います） 

「脱炭素社会」の実現に向けた各家庭での取組について、あなたが取り組んでいること、

または今後取組を検討していることをお選びください。（○はいくつでも） 

 
 

 

脱炭素社会に向けて取り組んでいることについて聞いたところ、「びん、缶、古紙、ペットボト

ル、トレイなどの分別・資源化への協力」（86.0％）が８割半ばを超えて最も高く、次いで「電化製

品のスイッチをこまめに切る、エアコンの設定温度を控えるなどの省エネ対策」（62.8％）、「ごみが

出ない商品の購入、買い物袋（マイバッグ）の持参」（57.7％）と続いている。  

びん、缶、古紙、ペットボトル、ト
レイなどの分別・資源化への協力

電化製品のスイッチをこまめに切る、
エアコンの設定温度を控えるなどの省

エネ対策

ごみが出ない商品の購入、買い物
袋（マイバッグ）の持参

食べきり、食材の使い切りなど、
食べ物のごみの減量

省エネ型の電化製品等の購入

賞味・消費期限の近い食品を購入する
「てまえどり」の実施（スマートフォ
ン等によるアプリの活用なども含む）

風呂の残り湯を水まき、洗濯など
に再利用

水切り、堆肥化等による生ごみの
減量

フリーマーケットやリユース
ショップの利用

プラスチック製以外の代替素材の
製品の購入

高断熱窓への改修など省エネリ
フォームの実施

生垣、緑のカーテンなどの設置

太陽光発電システムや太陽熱温水
器の設置

環境問題の講座への参加など環境
について学習

その他

無回答

％

86.0

62.8

57.7

57.3

43.5

23.8

22.9

13.8

9.6

8.7

6.8

5.1

3.5

1.6

0.7

0.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

(n=1168)
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上位６項目を年代別でみると、「びん、缶、古紙、ペットボトル、トレイなどの分別・資源化への

協力」では、70～79歳（96.9％）が９割半ばを超えて高く、30～39歳（70.1％）が７割と低くなっ

ている。 

 

脱炭素社会に向けて取り組んでいること（上位６項目） 年代別 

 

  

％ ％ ％

全体(n=1168)

18～29歳(n=104)

30～39歳(n=147)

40～49歳(n=195)

50～59歳(n=224)

60～69歳(n=176)

70～79歳(n=196)

80歳以上(n=115)

％ ％ ％

全体(n=1168)

18～29歳(n=104)

30～39歳(n=147)

40～49歳(n=195)

50～59歳(n=224)

60～69歳(n=176)

70～79歳(n=196)

80歳以上(n=115)

86.0

73.1

70.1

84.6

86.2

92.0

96.9

91.3

0 20 40 60 80 100

びん、缶、古紙、ペットボ

トル、トレイなどの分別・

資源化への協力

年
代
別

年
代
別

62.8

50.0

46.9

60.0

63.8

72.7

73.5

64.3

0 20 40 60 80 100

電化製品のスイッチをこま

めに切る、エアコンの設定

温度を控えるなどの省エネ

対策

57.7

57.7

56.5

51.3

57.1

61.4

63.8

56.5

0 20 40 60 80 100

ごみが出ない商品の購入、

買い物袋（マイバッグ）の

持参

57.3

56.7

51.0

53.8

57.6

61.9

62.2

54.8

0 20 40 60 80 100

食べきり、食材の使い切り

など、食べ物のごみの減量

43.5

23.1

34.7

47.2

47.3

53.4

48.5

37.4

0 20 40 60 80 100

省エネ型の電化製品等の購

入

23.8

27.9

25.2

28.2

29.0

24.4

15.3

13.0

0 20 40 60 80 100

賞味・消費期限の近い食品を

購入する「てまえどり」の実

施（スマートフォン等による

アプリの活用なども含む）
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上位６項目を職業別でみると、「びん、缶、古紙、ペットボトル、トレイなどの分別・資源化への

協力」では、無職（年金生活を含む）（95.3％）が９割半ばと高く、会社員・公務員（77.7％）が７

割半ばを超えて低くなっている。「ごみが出ない商品の購入、買い物袋（マイバッグ）の持参」で

は、家事専業（74.2％）が７割半ば近くと高くなっている。 

 

脱炭素社会に向けて取り組んでいること（上位６項目） 職業別 

 
  

％ ％ ％

全体(n=1168)

自営業主・事業主(n=112)

会社員・公務員(n=467)

パート・アルバイト・非常勤(n=181)

家事専業(n=97)

学生(n=23)

無職（年金生活を含む）(n=236)

その他(n=32)

％ ％ ％

全体(n=1168)

自営業主・事業主(n=112)

会社員・公務員(n=467)

パート・アルバイト・非常勤(n=181)

家事専業(n=97)

学生(n=23)

無職（年金生活を含む）(n=236)

その他(n=32)

86.0

90.2

77.7

90.1

92.8

73.9

95.3

87.5

0 20 40 60 80 100

びん、缶、古紙、ペットボ

トル、トレイなどの分別・

資源化への協力

職
業
別

職
業
別

62.8

63.4

57.4

65.2

72.2

34.8

70.8

65.6

0 20 40 60 80 100

電化製品のスイッチをこま

めに切る、エアコンの設定

温度を控えるなどの省エネ

対策

57.7

49.1

51.4

63.5

74.2

60.9

63.1

50.0

0 20 40 60 80 100

ごみが出ない商品の購入、

買い物袋（マイバッグ）の

持参

57.3

54.5

52.7

65.7

69.1

60.9

55.5

62.5

0 20 40 60 80 100

食べきり、食材の使い切り

など、食べ物のごみの減量

43.5

44.6

42.4

42.0

55.7

26.1

43.6

37.5

0 20 40 60 80 100

省エネ型の電化製品等の購

入

23.8

25.9

24.0

29.8

22.7

26.1

16.5

25.0

0 20 40 60 80 100

賞味・消費期限の近い食品を

購入する「てまえどり」の実

施（スマートフォン等による

アプリの活用なども含む）
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上位６項目をライフステージ別でみると、「びん、缶、古紙、ペットボトル、トレイなどの分別・

資源化への協力」では、高齢期（97.2％）と高齢期（一人暮らし）（92.7％）が９割強以上と高く、

家族形成期（69.9％）が７割弱と低くなっている。 

 

脱炭素社会に向けて取り組んでいること（上位６項目） ライフステージ別 

 

 

％ ％ ％

全体(n=1168)

家族形成期(n=123)

家族成長前期(n=110)

家族成長後期(n=103)

家族成熟期(n=101)

高齢期(n=178)

高齢期（一人暮らし）(n=96)

一人暮らし(n=132)

その他(n=325)

％ ％ ％

全体(n=1168)

家族形成期(n=123)

家族成長前期(n=110)

家族成長後期(n=103)

家族成熟期(n=101)

高齢期(n=178)

高齢期（一人暮らし）(n=96)

一人暮らし(n=132)

その他(n=325)

86.0

69.9

84.5

81.6

85.1

97.2

92.7

78.8

88.9

0 20 40 60 80 100

びん、缶、古紙、ペットボ

トル、トレイなどの分別・

資源化への協力

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
別

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
別

62.8

48.8

60.9

56.3

61.4

68.5

72.9

59.1

66.5

0 20 40 60 80 100

電化製品のスイッチをこま

めに切る、エアコンの設定

温度を控えるなどの省エネ

対策

57.7

61.8

46.4

57.3

51.5

58.4

72.9

55.3

58.2

0 20 40 60 80 100

ごみが出ない商品の購入、

買い物袋（マイバッグ）の

持参

57.3

50.4

54.5

60.2

60.4

59.0

57.3

65.9

54.5

0 20 40 60 80 100

食べきり、食材の使い切り

など、食べ物のごみの減量

43.5

39.0

47.3

51.5

49.5

50.0

44.8

36.4

38.5

0 20 40 60 80 100

省エネ型の電化製品等の購

入

23.8

22.8

23.6

31.1

21.8

18.0

15.6

33.3

24.3

0 20 40 60 80 100

賞味・消費期限の近い食品を

購入する「てまえどり」の実

施（スマートフォン等による

アプリの活用なども含む）
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（２）脱炭素社会に向けて必要な区の支援 

◇「ごみの減量やリサイクルの推進」が２割 

 

問 21 「脱炭素社会」の実現に向けて、あなたを含めた区民の皆様に対し、区はどのような支援を

行うことが必要だと考えますか。あなたの考えに最も近いものをお選びください。 

（○は１つだけ） 

 

 

（注） 当設問では無回答を除いて集計している 

 

 

脱炭素社会に向けて必要な区の支援について聞いたところ、「ごみの減量やリサイクルの推進」

（20.8％）が２割と最も高く、次いで「省エネ・創エネ設備（太陽光発電システム等）を普及させる

ための助成金の充実」（20.1％）、「家庭やオフィスでできる省エネ対策についての情報提供」

（14.8％）と続いている。 

単位：％　

ごみの減
量やリサイ
クルの推

進

プラスチッ
クの分別
回収、使用
抑制に関

連する情
報提供等

食品ロス
の削減に
寄与する

取組や情
報提供

その他

環境学習
や自然体
験の場の

提供

他の地域
と連携した
森林環境

の整備

全体 (n=1032)

省エネ・創エ

ネ設備（太陽

光発電システ

ム等）を普及

させるため

の助成金の

充実

再生可能エ

ネルギーな

ど環境にや

さしい電力

に関する情

報提供

家庭やオ

フィスでで

きる省エネ

対策につい

ての情報提

供

自動車の
利用を減
らすため

の環境の
整備

20.1 9.0 14.8 7.6

4.4 3.7

20.8 5.9 11.3

2.4
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年代別でみると、「ごみの減量やリサイクルの推進」では、80歳以上（29.0％）が３割弱と高くな

っている。「省エネ・創エネ設備（太陽光発電システム等）を普及させるための助成金の充実」で

は、18～39歳が２割半ばを超えて高くなっており、年齢層が低いほどおおむね割合が高くなってい

る。 

 

脱炭素社会に向けて必要な区の支援 年代別 

 

 

単位：％　

18～29歳 (n=107)

30～39歳 (n=126)

40～49歳 (n=178)

50～59歳 (n=199)

60～69歳 (n=155)

70～79歳 (n=165)

ごみの減
量やリサイ
クルの推

進

プラスチッ

クの分別
回収、使用
抑制に関

連する情
報提供等

食品ロス

の削減に
寄与する

取組や情
報提供

その他

80歳以上 (n=93)

環境学習
や自然体
験の場の

提供

他の地域
と連携した
森林環境

の整備

全体 (n=1032)

省エネ・創エ

ネ設備（太陽

光発電システ

ム等）を普及

させるため

の助成金の

充実

再生可能エ

ネルギーな

ど環境にや

さしい電力

に関する情

報提供

家庭やオ

フィスでで

きる省エネ

対策につい

ての情報提

供

自動車の

利用を減
らすため

の環境の
整備

年
代
別

26.2

27.8

21.3

20.1

20.6

14.5

9.7

4.7

6.3

10.7

8.5

9.7

12.1

8.6

11.2

9.5

10.7

15.1

17.4

23.0

16.1

9.3

10.3

7.3

11.6

5.2

4.8

3.2

6.5

6.3

7.9

2.5

3.9

3.0

0.0

1.9

4.0

3.9

3.0

3.2

3.6

5.4

22.4

11.9

17.4

24.1

22.6

20.6

29.0

0.9

4.0

5.1

6.0

6.5

6.1

11.8

12.1

15.9

12.4

8.0

9.0

10.3

15.1

4.7

4.0

3.4

1.0

1.9

1.8

1.1

20.1 9.0 14.8 7.6

4.4 3.7

20.8 5.9 11.3

2.4
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職業別でみると、「家庭やオフィスでできる省エネ対策についての情報提供」では、家事専業

（24.4％）が２割半ば近くと高くなっている。「省エネ・創エネ設備（太陽光発電システム等）を普

及させるための助成金の充実」では、自営業主・事業主（26.8％）が２割半ばを超えて高くなってい

る。 

 

脱炭素社会に向けて必要な区の支援 職業別 

 

  

単位：％　

自営業主・事業主 (n=97)

会社員・公務員 (n=427)

パート・アルバイト・非常勤 (n=152)

家事専業 (n=86)

学生 (n=27)

無職（年金生活を含む） (n=208)

ごみの減
量やリサイ
クルの推

進

プラスチッ

クの分別回

収、使用抑

制に関連す

る情報提供

等

食品ロス
の削減に
寄与する
取組や情
報提供

その他

その他 (n=21)

環境学習
や自然体
験の場の
提供

他の地域
と連携した
森林環境
の整備

全体 (n=1032)

省エネ・創エ

ネ設備（太陽

光発電システ

ム等）を普及

させるため

の助成金の

充実

再生可能エ

ネルギーな

ど環境にや

さしい電力

に関する情

報提供

家庭やオ

フィスでで

きる省エネ

対策につい

ての情報提

供

自動車の
利用を減
らすため
の環境の
整備

職
業
別

26.8

23.4

19.1

15.1

22.2

12.0

23.8

7.2

7.3

11.8

9.3

11.1

10.1

14.3

17.5

11.2

16.4

24.4

11.1

17.3

4.8

3.1

10.3

7.9

5.8

3.7

6.3

0.0

4.1

5.9

3.9

5.8

11.1

1.0

0.0

6.2

3.3

2.0

7.0

0.0

3.8

0.0

22.7

19.9

18.4

18.6

18.5

24.5

23.8

2.1

5.4

6.6

4.7

0.0

10.1

0.0

8.2

11.2

11.8

5.8

14.8

13.0

28.6

2.1

2.1

2.0

3.5

7.4

1.9

4.8

20.1 9.0 14.8 7.6

4.4 3.7

20.8 5.9 11.3

2.4

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
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ライフステージ別でみると、「ごみの減量やリサイクルの推進」では、高齢期（一人暮らし）

（34.8％）が３割半ば近くと高くなっている。「省エネ・創エネ設備（太陽光発電システム等）を普

及させるための助成金の充実」では、家族成熟期（29.1％）が３割弱と高くなっている。一方で、

「家庭やオフィスでできる省エネ対策についての情報提供」では高齢期（19.3％）が２割弱と高くな

っている。 

 

脱炭素社会に向けて必要な区の支援 ライフステージ別 

 

一人暮らし (n=122)

家族形成期 (n=110)

家族成長前期 (n=99)

家族成長後期 (n=93)

家族成熟期 (n=86)

高齢期 (n=150)

高齢期（一人暮らし） (n=92)

ごみの減

量やリサイ
クルの推

進

プラスチッ

クの分別回

収、使用抑

制に関連す

る情報提供

等

食品ロス

の削減に
寄与する

取組や情
報提供

その他

その他 (n=280)

環境学習

や自然体
験の場の

提供

他の地域

と連携した
森林環境

の整備

全体 (n=1032)

省エネ・創エ

ネ設備（太陽

光発電システ

ム等）を普及

させるため

の助成金の

充実

再生可能エ

ネルギーな

ど環境にや

さしい電力

に関する情

報提供

家庭やオ

フィスでで

きる省エネ

対策につい

ての情報提

供

自動車の

利用を減
らすため

の環境の
整備

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
別

23.6

24.2

23.7

29.1

14.7

8.7

18.0

20.7

8.2

2.0

9.7

10.5

13.3

8.7

9.8

8.6

7.3

9.1

12.9

15.1

19.3

18.5

12.3

17.9

7.3

13.1

4.3

10.5

3.3

6.5

14.8

5.4

7.3

12.1

4.3

5.8

3.3

0.0

0.8

3.6

5.5

0.0

3.2

2.3

4.0

3.3

5.7

3.9

19.1

14.1

25.8

16.3

18.7

34.8

19.7

20.7

4.5

5.1

5.4

4.7

8.0

5.4

4.1

7.1

14.5

19.2

6.5

5.8

13.3

12.0

11.5

9.3

2.7

1.0

4.3

0.0

2.0

2.2

3.3

2.9

20.1 9.0 14.8 7.6

4.4 3.7

20.8 5.9 11.3

2.4


